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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インプラント、特に歯科用インプラントを装着するための構造体であり、該構造体が、
穴（６）を備えたレール（４）を含み、該レール（４）が、装着のために意図される領域
、特に骨の領域に合わせてインプラント（３８）を位置決めするために構成され、かつ領
域の上に配置可能であり、前記構造体が、さらにインプラント（３８）のためのねじ込み
工具（３６）を含み、レール（４）が、案内面（５２）を含み、ねじ込み工具（３６）は
、頭部（４０）を有し、該頭部（４０）とインプラント（３８）が連結され、前記頭部（
４０）が、案内面（５２）と係合させることが可能な外面（４８）を有し、ねじ込み工具
（３６）が、第１のストッパ（５８）を有し、レール（４）が、別のストッパ（６０）を
少なくとも間接的に含み、もしくはレール（４）が、別のストッパ（６０）を有し、前記
別のストッパに、インプラント（３８）のねじ込みのときにねじ込み工具（３６）の第１
のストッパ（５８）が、挿入深さを設定するために当接する、構造体であって、
　挿入スリーブ（５４）が、穴（６）の内部に配置されることができ、かつねじ込み工具
（３６）の頭部（４０）のための案内面（５２）を含み、別のストッパ（６０）が、イン
プラント（３８）のために提供され、
　異なる外径を有するインプラント（３８）のための挿入スリーブ（５４）が、対応する
ように設けられた案内面（５２）を有し、
　レール（４）および挿入スリーブ（５４）と、穴（６）に配置されることができる穿孔
スリーブ（１０）とが、複数の位置決め部材（１２、１４）を有し、該複数の位置決め部
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材（１２、１４）が、レール（４）における穴（６）の長手方向軸（１６）に対して軸方
向位置決めのために互いに一致することを特徴とする、構造体。
【請求項２】
　別のストッパ（６０）が、挿入スリーブ（５４）の顎のほうを向いている端部領域に配
置されていることを特徴とする、請求項１に記載の構造体。
【請求項３】
　ねじ込み工具（３６）の頭部（４０）が、第１のストッパ（５８）を有し、および／ま
たは頭部（４０）が、軸方向長さ（４６）を有し、該軸方向長さ（４６）が、レール（４
）の厚み（５６）と少なくとも等しい長さであり、または好ましくはレール（４）の厚み
（５６）よりも所定の係数だけ長く、前記係数が、最大で好ましくは値２を有し、特に最
大で値１．５を有することを特徴とする、請求項１または２に記載の構造体。
【請求項４】
　一致するように構成された案内面（５２）を有する、および全体として一致するように
構成された、所定数の挿入スリーブ（５４）が設けられていることを特徴とする、請求項
２または３に記載の構造体。
【請求項５】
　頭部（４０）が、軸方向の端面（４５）によってインプラント（３８）の軸方向の終端
面（３９）に直接当接し、および／または頭部（４０）の後には、シャフト（４２）が直
接続くように配置されており、シャフトの直径が、頭部（４０）の直径（５０）よりもは
るかに小さいことを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項６】
　レール（４）が、少なくとも部分的に穴（６）の内部に配置された案内スリーブ（８）
を含み、および／または案内スリーブ（８）が、レール（４）と固定してまたは取外し可
能に結合されていることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項７】
　穴（６）および／または案内スリーブ（８）に、穿孔スリーブ（１０）が配置されてお
り、穿孔スリーブの内側輪郭が、ドリル（２２）の外側輪郭に合わせて適合化されている
ことを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項８】
　前記構造体が、インプラント（３８）の歯肉貫通式の挿入のために意図されており、お
よび／またはインプラント（３８）が小型インプラントとして構成されていることを特徴
とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項９】
　別のストッパ（６０）が、挿入スリーブ（５４）の内部で半径方向内側を向いたウェブ
（６２）に配置されており、または別のストッパ（６０）が、挿入スリーブ（５４）の領
域で特に上側の終端面によって形成されていることを特徴とする、請求項１から８のいず
れか一項に記載の構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプリアンブルに記載された構成要件に基づく、インプラント、特
に歯科用インプラントを装着するための構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許出願公開第２００５／０１７０３１１Ａ１号明細書より、１つまたは複数のイ
ンプラントの位置決めをするためにステンシルとして構成されたレールを含む構造体が知
られている。このレールは、解剖学的、外科的、および美観的な条件を考慮したうえでイ
ンプラントの必要な位置を計画し、規定されたとおりに設定できるようにするために、骨
の、特に顎骨の、コンピュータ断層撮影（ＣＴ）、Ｘ線装置、またはその他の画像生成装
置により生成されたデータに基づいて製作される。レールは、その都度の状況や条件に合
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わせて適合化されており、貫通孔を備える案内スリーブを収容するために少なくとも１つ
の連続する穴を含み、この貫通孔に基づいて、前記穴の正確なアライメントと位置決めを
インプラントのために設定可能である。さらに、レールの案内スリーブに挿入可能な、貫
通孔を備える穿孔スリーブが設けられており、その内径は、骨に穴を穿設するためのその
都度のドリルの外径に合わせて適合されている。ドリルは、穿孔スリーブの自由上端に当
接させることが可能な環状鍔またはストッパを含み、そのようにして骨の穴の深さを設定
する。さらにレールは、特別な取付体とねじで結合されたインプラントを挿入するために
利用される。取付体は、その都度のインプラントのほうを向いた円筒状領域を含み、その
外径は、レールに固定された案内スリーブの内径に合わせて適合化されている。取付体は
、たとえば六角として構成されたねじ込み工具のための係合面を備える、インプラントと
反対を向いた領域を含む。上述した両方の領域間の軸方向に、取付体は、インプラントの
挿入深さを制限するために、案内円筒部の自由上端に当接するフランジを有する。
【０００３】
　このフランジは、円筒状領域よりも著しく大きい直径を有するので、スペース状況が狭
い場合には、問題を生じさせる可能性がある。取付体は、かなりの軸方向長さを有し、そ
のために、口腔内のスペース状況が狭いことを考えると、インプラントをねじ込むときの
取扱が、かなり困難になる。知られているように、インプラントシステムは、さまざまな
直径をもつインプラントを有するので、膨大な数のこの種の取付体が必要である。また、
大部分が一体構成されており、かつ歯肉貫通式（ｔｒａｎｓｇｉｎｇｉｖａｌ）に最小の
侵襲性装着を可能にする、１ｍｍ以下のオーダーの外径を備えたいわゆる小型インプラン
トまたはミニインプラントの挿入と正確な位置決めも、容易には可能でない。前述した構
造体によって準備されたインプラント床へインプラントを挿入するとき、現実問題として
特にミニインプラントの場合、インプラントの挿入深さが、手術者によりきわめて困難な
形態でしか制御可能でないという問題が発生し、さらには、取付体によって生じるねじ込
み工具とインプラントのかなり広い間隔があることを考えると、誤った位置決めにつなが
る望ましくない揺動モーメントまたは回転が引き起される可能性がある。
【０００４】
　さらに国際公開第９７／４９３５１Ａ号パンフレットより、スペーサを用いて骨の上方
に配置される穿孔プレートと、穿孔プレートの穴に係合する円筒状の付加部を備える取付
プレートとを含む構造体が知られている。支持ねじによって、穿孔プレートと案内プレー
トは、骨に対して固定される。上述した円筒状の付加部は、穿孔プレートと案内プレート
が固定されて組み立てられた後に、これらの表面の上に載る半径方向フランジを備える案
内部材のための貫通孔を含む。穿孔プレートは、骨のほうを向いている下面に、スペーサ
が部分的に係合する段部のある穴を含む。スペーサは、事前に骨に装着されたインプラン
トと結合されているが、このインプラントの正確な挿入深さの設定についての記載は何も
読み取ることができない。穿孔プレートと案内プレートからなる構造体の２部分からなる
構成は、少なからぬ材料コストと製造コストを必要とする。
【０００５】
　さらに国際公開第９９／２６５４０号パンフレットより、それぞれ外側寸法が等しい複
数のマスタシリンダを含むステンシルを備える構造体が知られている。これらのシリンダ
に、外径がマスタシリンダの内径に合わせて調整された穿孔スリーブを挿入することがで
きる。しかし穿孔スリーブの内径は、その都度用いられるドリルやインプラントの直径に
応じて、さまざまに異なるように構成されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　以上を前提とする本発明の課題は、前述した欠点を回避し、特に穴の正確な位置決めに
加えて、インプラントの正確な挿入を高い信頼度で設定可能であるように構造体を改良す
ることにある。この構造体は、機能が確実な簡素な設計で、骨に穴を穿設するときに、お
よび／またはインプラントを装着するときに、問題のない確実な取扱を保証するのが望ま
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しい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題の解決は、請求項１に記載の構成要件に基づいて行われる。
【０００８】
　本発明による構造体は、機能に即した構成を特徴としており、規定された設定可能な挿
入深さでのインプラントの挿入を問題なく可能にする。ねじ込み工具は、インプラントと
直接連結されており、ねじ込みのときの案内のために外側面が利用される頭部を有する。
頭部の外径は、レールに設けられた切欠きおよび／または穴の内面の内径に合わせて適合
化されている。外径のさまざまに異なるインプラントのために、同一のねじ込み工具およ
び／または外径に関して一致するねじ込み工具が、その都度使用されるという利点がある
。ねじ込み工具とインプラントとの間に別個の取付体が設けられていないので、この点に
関わる製造コストおよび／または準備コストが省略される。レールは、インプラントを挿
入するために、内径が少なくとも部分的にインプラントの外径に合わせて適合化されたス
リーブを収容するように構成されているのが好ましい。以下において挿入スリーブと呼ぶ
このスリーブは、ストッパ面を有し、このストッパ面に対応して、特にねじ込み工具が、
第２のストッパ面を有し、それにより、インプラントがねじ込まれて上述した各ストッパ
面の当接が完了すると、それ以上のねじ込みが阻止され、そのようにして、インプラント
の正確な挿入深さが規定されたとおりに設定される。ストッパ面は、少なくとも１つのス
リーブの切欠きおよび／または穴の内部に設けられているのが好ましい。さらに本発明に
よると、特に小型インプラントの場合には、挿入スリーブを省略することができ、ストッ
パ面は、レールに統合された構成要素であってもよく、ないしはレールと一体構成されて
もよい。ストッパ面は、一方では取付スリーブ、案内スリーブ、または穿孔スリーブ、ま
たはレールの、また他方ではドリルまたはねじ込み工具の、それぞれ段部、環状鍔などと
して構成されてもよい。特に外径の小さいインプラントの場合、および特に小型インプラ
ントの場合、ねじ込み工具の頭部の外径が、小型インプラントの外径よりもはるかに大き
いことには特別な意義があり、それによって正確な挿入および／または位置決めが保証さ
れるという特別な利点がある。
【０００９】
　本発明の特別な構成や発展例は、従属請求項、および特別な実施形態についての以下の
説明に記載されている。
【００１０】
　次に、図面を参照しながら本発明を詳しく説明するが、本発明の限定を行うものではな
い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、粘膜を含めた顎２と、穿設されるべき穴およびインプラントを位置決めするた
めにその上に設けられたレール４とを模式的に示している。レール４は、切欠きまたは穴
６のなかに、たとえば接着によって、レール４と固定して結合されているのが好都合な案
内スリーブ８を含む。別案として、案内スリーブ８は、取外し可能ないし挿入可能なよう
にレール４に配置されてもよい。案内スリーブ８には、取外し可能な穿孔スリーブ１０が
配置されており、案内スリーブ８は、半径方向内側に位置するのが好都合な第１の位置決
め部材１２を有し、さらに、穿孔スリーブ１０は、半径方向外側に位置する第２の位置決
め部材１４を有する。位置決め部材１２および１４は、特に、相互に対応する段部として
構成されており、長手方向軸１６に関する穿孔スリーブ１０の軸方向の位置決めを可能に
する。さらに穿孔スリーブ１０は、ここには図示しないドリルの穿孔深さを設定する目的
のためのストッパ面１８を、好ましくは内側に位置するように含む。別案として、図面で
上側にある終端面２０が、相応に構成されたドリルのためのストッパとしての役割を果た
すこともできる。
【００１２】



(5) JP 4926237 B2 2012.5.9

10

20

30

40

50

　さらに本発明の枠内では、案内スリーブ８は、レール４に統合された構成要素であって
もよく、および／またはレールと一体に構成されてもよい。さらに本発明の枠内では、穿
孔スリーブ１０も、レール４に統合された構成要素であってもよく、および／またはレー
ルと一体に構成されてもよく、このときレール４は、ドリルによる損傷を防ぐのに、十分
に高い強度および／または硬度を有する材料でできている。
【００１３】
　図２と図３は、穿孔工具２４に嵌め込まれたドリル２２を追加して示している。穿孔工
具２４は、穿孔スリーブ１０の当接面２８に対応するように構成された当接面２６を含む
。その他にも、穿孔工具２４の外径と穿孔スリーブ１０の内径は、互いに適合化されてお
り、また、ドリル２２の外径と、図面では顎２に向かう方向で穿孔スリーブ１０のストッ
パ１８の下方に配置されているウェブ３０の内径も同様である。図３では、穿孔工具２４
の下側の当接面２６が、穿孔スリーブ１０の当接面２４に当接しており、ドリル２２の所
定の穿孔深さに到達している。
【００１４】
　そして図４では、顎２は、インプラントのための挿入穴３２を含み、ないしは準備され
たインプラント床を含む。付記しておくと、レール４は顎２の上に載せられており、粘膜
と顎骨との境界領域が、鎖線３４によって図示されている。さらにはっきりと付記してお
くと、本発明による構造体は、特に歯肉貫通インプラント用として利用することができ、
高い精度を実現したうえで、いわゆるフラップレス（ｆｌａｐｌｅｓｓ）装着のために最
小侵襲式に構成されている。
【００１５】
　さらに本発明の枠内では、ただ１つの穿孔スリーブに代えて、インプラントシステムの
複数の穿孔スリーブが設けられてもよく、これらの穿孔スリーブの外側幾何形状は、互い
に一致しており、レールの案内スリーブないし切欠きの内側幾何形状に合わせて適合化さ
れている。これらの穿孔スリーブは、特に上に説明したウェブの領域で、使用されるべき
ドリルのさまざまな外径に合わせて適合化された内径を有する。たとえば比較的細いドリ
ルを用いて、最初に予備穴またはパイロット穴を顎に穿設し、次いで、相応に大きい外径
を有する１つまたは複数のドリルによって、所要の寸法をもつインプラント床を準備する
ことができる。
【００１６】
　図５は、ねじ込み工具３６を示しており、このねじ込み工具によって、インプラント３
８が顎２へ装着される。ねじ込み工具または挿入工具３６とインプラント３８とは、予備
組み付けされた状態で用意されているのが好ましく、それにより、特に顎に穴が穿設され
た後、他の補助手段を用いることなく、インプラント３８の装着を実施することができる
。ねじ込み工具または挿入工具３６は、インプラント３８に後続する頭部４０を含むとと
もに、頭部にすぐ後続するシャフト４２を含み、このシャフトの外側の直径４４は、頭部
４０の外径５０よりもはるかに小さいのが好ましい。インプラント３８は、頭部４０に組
み込まれた軸方向の端面４５を有する。頭部４０は、軸方向に長さ４６を有するとともに
、直径５０をもつ外面４８を有する。さらに、レール４の内部には、軸方向に連続する切
欠き５２が設けられており、この切欠きの内面に頭部４０が当接し、および／またはこの
切欠きの内面に沿ってねじ込みの際に案内され、このとき切欠き５２の内面は、案内面を
形成する。頭部４０の外径５０は、切欠き５２の内径と少なくとも近似的に等しい大きさ
であり、頭部４０の長さ４６は、装着領域におけるレール４の厚み５４と少なくとも等し
い大きさである。頭部４０の長さ４６は、厚み５４よりも所定の係数だけ大きいのが好ま
しく、この係数は、最大で値２を有し、好ましくは最大で値１．６、特に値１．４を有す
る。さらに、挿入工具３６の軸方向長さ全体は、比較的短く設定されており、この長さは
、最大で係数３だけ、特に最大で係数２．５だけ、長さ４６よりも大きく設定されている
のが好ましい。本発明によると、円筒状の頭部４０は、軸方向の端面４７で、インプラン
ト３８の対応する端面４５に直接当接する。このように設定された挿入工具３６のかなり
短い長さに基づき、顎２にインプラント３８を挿入するときの挿入工具３６のレバー運動
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または揺れ運動が、小さく抑えられてほぼ回避され、それにより、インプラント３８の正
確な位置決めが容易になる。さらに、挿入工具の寸法が小さいことに基づいて、インプラ
ントを挿入するときの取扱性が改善される。
【００１７】
　図示されるように、切欠きおよび／または案内面５２は、挿入スリーブ５４にある。本
発明の１つの特別な実施形態では、穴の穿設およびさらには以上に説明したスリーブを省
略することができ、インプラントを、特に小型インプラントを、好ましくはセルフタッピ
ング式のねじ山によって装着することができる。さらにねじ込み工具３６とインプラント
３８は、装着前に手術者によって適切な仕方で、および／またはここでは詳しくは説明し
ない適切な手段によって、結合させることができる。
【００１８】
　挿入工具またはねじ込み工具３６は、本発明に基づいて頭部４０の軸方向端面４７の領
域に構成された、および／または短い段部または環状カラーとして構成された、インプラ
ントの規定されたねじ込み深さの正確な設定のためのストッパ５８を含む。レール４およ
び特に挿入スリーブ５４は、ねじ込み工具３６のストッパ５８に対応する別のストッパ６
０を含む。図５では、好ましくはレール４の下側の端部領域ないし顎２のほうを向いた端
部領域に位置する、および／またはレールの内部に位置するストッパ５８、６０は、イン
プラント３８をねじ込むときに、顎２への挿入深さを制限する。挿入スリーブ５４の外側
幾何形状は、第１の案内スリーブ８の内側幾何形状に合わせて適合されている。挿入スリ
ーブ５４の内径、ないしこの挿入スリーブに設けられた切欠き５２の内径は、半径方向内
側に向いている挿入スリーブ５４の別のウェブ６２を除けば、ねじ込み工具３６の頭部４
０の外径と実質的に等しい大きさである。別のストッパ６０は、レール４の内部にあるの
が好ましく、それにより、最終位置に達したときに、ねじ込み工具３６の別のストッパ６
０は、レールの内部にあることになる。本発明の枠内では、ねじ込み工具３６は、ストッ
パ６０に代えて、レール４の外部ないし上方に配置されたストッパ６０’を有することも
でき、このストッパは、破線で図示されており、最大のねじ込み深さに達したときに、図
面で見て挿入スリーブ５４の上側の終端面に当接するのが好都合である。
【００１９】
　さらに図５には、インプラント３８よりもはるかに小さい直径を有する、小型インプラ
ント６４が破線で図示されている。ここでは、図示されているインプラント３８は、外径
がさまざまに異なるインプラントのシステムのなかで、最大の外径を有するインプラント
であることを前提としている。本発明の枠内では、１ｍｍに等しいか、またはこれよりも
小さい外径をもつ小型インプラントを含む、インプラントシステムのあらゆるインプラン
トについて、同一の、および／または特に頭部４０の構成に関して一致する、ねじ込み工
具３６が設けられており、それによって特に、１つまたは複数のねじ込み工具を製造、準
備するためのコストが大幅に削減される。さらに、特にインプラントシステムの最大の直
径をもつインプラントについては、挿入スリーブ５４を穿孔スリーブと一致するように構
成し、それによってこの穿孔スリーブが、同時に挿入スリーブとしても利用されるように
すると、格別に好ましいことが判明している。本発明のインプラントシステムにより、付
属の補助手段すなわち上述のスリーブを含めて、インプラントセットの構成要素の大幅な
簡素化と削減が実現される。
【００２０】
　本発明の１つの特別な実施形態では、第１のスリーブおよび／または穿孔スリーブを省
略することができ、この場合、インプラントは、歯肉貫通インプラントとして、顎ないし
顎骨へ穿孔を行うことなく、またはインプラント床を準備することなく挿入される。この
実施形態は、特に外径が１ｍｍのオーダーで設定された、および場合によりこれよりも小
さく設定された、小型インプラントについて意図される。このような種類の歯肉貫通式お
よび／または一体的な直径の小さいインプラントの場合にも、本構造体は、一方ではスト
ッパ面を備えるねじ込み工具を有するとともに、さらに、インプラントの規定された正確
な挿入深さを設定するためにこのストッパ面と対応するストッパ面を有する。
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【００２１】
　図６は、レールを取外した後に、顎２へ完全に移植されたインプラント３８を示してい
る。一体のインプラント３８は、歯肉貫通式に装着されており、粘膜と顎骨の間の移行領
域が同じく鎖線３４により図示されている。
【００２２】
　図７は、４個のインプラントが装着された後の顎２を模式的に示している。これらのイ
ンプラントは、図６に準じて全面的に顎へ装着されており、ここではインプラントと結合
された、歯冠、ブリッジ等のための定着体６６だけを見ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明による構造体のレールとともに顎を示す原理図である。
【図２】異なる軸方向位置にあるドリルとともに示す図１の図面である。
【図３】異なる軸方向位置にあるドリルとともに示す図１の図面である。
【図４】顎に穴を穿設した後の図１の図面である。
【図５】ねじ込み工具とインプラントを含む図面である。
【図６】挿入後のインプラントと顎を模式的に示す図である。
【図７】４つのインプラントの定着体とともに顎を示す模式図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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